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の献金は東日本区が独自に取り組んでいるもので、国内プロジェクトのために活用されて

います。現在はＵＧＰ献金と合わせてＵＧＰ活動＝“ＳＴＯＰ！ＨＩＶ/ＡＩＤＳ”運動支援のため

に使用されており、大変重要なかつ価値ある使われ方をしています。

東日本区では東新部の部会におけるエイズ講演会をはじめ多くのクラブが自主的に啓蒙・啓発活動

に取り組んでいます。一方で今年度も既に「エイズ文化フォーラム in 横浜」、「エイズ・フォーラム」（北

海道部主催）、「エイズ文化フォーラム in 山梨」（甲府クラブ主催）などが開催され区としても皆様の

献金で支援させていただいています。これらの「フォーラム」のうち「in 横浜」は今年で１１回目、

「in 山梨」は２回目、そして「in 札幌」は今年初めてですが、今後も継続的に開催される方向にあり

定着が期待されます。我々としては一生懸命応援をしていきたいと考えています。

回私が１１月の強調月間を機にとくに「ファミリーファスト献金」を文字通り”強調”したいのは、

例えば昨年の実績を見ますとＴＯＦ献金、ＵＧＰ献金につきましては殆どのクラブの皆様の

ご協力によりお陰様で目標を達成しています。しかし「ファミリーファスト献金」に目を転じ

ますと、実績ゼロの部が３、１乃至２クラブのみの部が２、多くのクラブが献金して下さった部がわずかに

２と残念な結果になっています。

各クラブの会長さん！どうかお手許にある実績を参考にしながら”実績ゼロ”のクラブを中心に

１１月１０日のワイズデーを目指して「ファミリーファスト献金」を働きかけてください！お願いします！

ＢＦ代表派遣募集の件：

既に各クラブの会長さんには清水理事からも募集要項を配布しお願いしてありますが、応募状況が芳しくありま

せん。とくにスリランカのコロンボで開催されます「アジア大会」は、２０１０年の横浜大会のアピールができる絶好の

機会です。パーシャルグラントの制度を利用して出席されることをご検討下さい。

募集要項では、締め切りは１０月２４日としましたがもう少し余裕があります。振るって応募を！

こ

今

家庭の食事を節約する”おかず

を１品減らして”献金すること

で、１人５００円を目標にして

います。

FF とは？

東日本区では２０００年から１１月１０日の日本のワイ

ズデーを記念して 11 月を強調月間にしています。最近で

は家庭内に止まらず知人、友人にも呼び掛けてご協力・ご

支援をお願いしています。

なぜ 11月？


